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登場人物紹介

◆日本
●陸上自衛隊
《特殊部隊サイレント・コア》
土
ど

門
もん

康
こう

平
へい

　陸将補。水陸機動団長。
〈原田小隊〉
原
はら

田
だ

拓
たく

海
み

　一尉。海自生徒隊卒、空自救難隊出身。
畑
はたけ

友
とも

之
ゆき

　曹長。小隊ナンバー２。コードネーム：ファーム。
高
たか

山
やま

健
けん

　一曹。分隊長。コードネーム：ヘルスケア。
大
おお

城
しろ

雅
まさ

彦
ひこ

　一曹。コードネーム：キャッスル。
待
まち

田
だ

晴
はる

郎
お

　一曹。地図読みのプロ。コードネーム：ガル。
田
た

口
ぐち

芯
しん

太
た

　二曹。部隊随一の狙撃手。コードネーム：リザード。
比
ひ

嘉
が

博
ひろ

実
み

　三曹。田口のスポッターを自称。コードネーム：ヤンバル。
吾
あ

妻
づま

大
だい

樹
き

　三曹。山登りが人生だという。コードネーム：アイガー。
〈姜小隊〉
姜
かん

彩
あや

夏
か

　三佐。元韓国人、韓国陸軍参謀本部作戦二課に所属。
漆
うるし

原
ばら

武
たけ

富
とみ

　曹長。司馬小隊ナンバー２。コードネーム：バレル。
福
ふく

留
とめ

弾
だん

　一曹。分隊長。コードネーム：チェスト。
井
い

伊
い

翔
かける

　一曹。部隊のシステム屋。コードネーム：リベット。
水
みず

野
の

智
とも

雄
お

　一曹。元オリンピック強化選手。コードネーム：フィッシュ。
西
にし

川
かわ

新
しん

介
すけ

　二曹。もとは西方普連所属。コードネーム：トッピー。
御
み

堂
どう

走
そう

馬
ま

　二曹。元マラソン・ランナー。コードネーム：シューズ。
姉
あね

小
こう

路
じ

実
さね

篤
あつ

　二曹。父親はロシア関係のビジネス界の大物。コードネーム：
ボーンズ。

川
かわ

西
にし

雅
まさ

文
ふみ

　三曹。元Ｊリーガー。コードネーム：キック。
由
ゆ

良
ら

慎
しん

司
じ

　三曹。西方普連から引き抜かれた狙撃兵。コードネーム：ニー
ドル。

小
お

田
だ

桐
ぎり

将
しょう

　三曹。タガログ語使い。コードネーム：ベビーフェイス。
阿
あ

比
び

留
る

憲
あきら

　三曹。対馬出身。コードネーム：ダック。
赤
あか

羽
ばね

拓
たく

真
ま

　三曹。フィールドでのゲテモノ食いに長ける。コードネーム：
シェフ。

〔訓練小隊〕
甘
あま

利
り

宏
ひろし

　一曹。元は海自のメディック。



《水陸機動団》
司
し

馬
ば

光
ひかる

　一佐。水陸機動団教官。コードネーム：女
ヴィーナス

神。
白
はく

馬
ば

剛
ごう

　一佐。第一機動連隊連隊長。

●海上自衛隊
《第一護衛隊群》イージス護衛艦〝まや〟（10250トン）
國
くに

島
しま

俊
しゅん

治
じ

　海将補。第一護衛隊群司令。
梅
うめ

原
はら

徳
とく

宏
ひろ

　一佐。首席幕僚。

●航空自衛隊
《総隊司令部》
丸
まる

山
やま

琢
たく

己
み

　空将。航空総隊司令官。
羽
は

布
ぶ

峯
みね

光
みつ

　一佐。総隊司令部運用課別班班長。
喜
き

多
た

川
がわ

・キャサリン・瑛
えい

子
こ

　二佐。情報将校。横田出身で、父親はイラク
で戦死したアメリカの空軍将校。

新
しん

庄
じょう

藍
あい

　一尉。父親は防府の鬼教官だった。ＴＡＣネーム：ウィッチ。
〈前

Ｆ

線航
Ａ

空管
Ｃ

制チーム〉
猪
いの

口
ぐち

徹
てっ

平
ぺい

　元一尉。民間軍事会社と雇用契約を結び復帰。コードネーム：
ノーザンベア。

若
わか

瀬
せ

直
なお

樹
き

　一曹。チーム最年少の四〇歳。

●防衛省
牛
うし

嶋
じま

保
やす

夫
お

　陸上幕僚長。陸将。

●外務省
片
かた

倉
くら

宗
そう

一
いち

郎
ろう

　外務審議官。サイレント・コアの内部事情にも明るい。

●内閣
阿
あ

相
そう

士
し

郎
ろう

　総理大臣。

●警察庁
柊
ひいらぎ

木尚
なお

人
と

　警視長。関東管区警察局・サイバー局参与。

●警視庁
灰
はい

谷
たに

昭
あき

雄
お

　元警部。警視庁公安部退職後任用。



●国際連合
西
さい

園
おん

寺
じ

照
てる

實
み

　国
U N H C R

連難民高等弁務官事務所・上級顧問。

●桜会
赤
あか

峰
みね

鉄
てつ

蔵
ぞう

　グループ社長兼代表取締役社長。
浜
はま

田
だ

左
さ

千
ち

夫
お

　元陸自三佐。関東エリアＢＣＰ（事業継続計画）本部長。
田
た

中
なか

太
ふと

志
し

　元陸自一曹。八王子センター営業班員。

●日越人材ブリッジ
ディン・レイ・スエン　代表取締役。京族。

●その他
井
い

藤
とう

浩
ひろし

　元陸自一佐。工学博士。陸上自衛隊初のサイバー戦部隊を立ち
上げた後、民間に転じた。政府のハイレベル・セキュリティ・クリ
アランスを持つ。

霜
しも

山
やま

悠
ゆう

輔
すけ

　桜会のコンビニの助っ人。190センチ近い大男。
小
こ

町
まち

南
みなみ

　女子大生。コンビニのアルバイト。宋勤とは語学交流サイトで
知り合った。

◆アメリカ
●空軍
オリバー・Ｒ・エバンズ　中佐。第18戦闘航空団の作戦参謀兼ＥＸのイ
ンストラクター。

エルシー・チャン　少佐。ハワイ州空軍パイロット・中国系。

◆中国
●陸軍
《第２梯団》
馬
マー

雄
シャン

　陸軍中将。第２梯団軍団長。
荘
ジュワン

心
シン

楽
ルー

　大佐。作戦参謀。
彭
ポン

智
ジュアン

渊
ジー

　大佐。技術将校。
《第７空中機動旅団》
方
ファン

陽
ヤン

　少将。第７空中機動旅団を率いる。元は武装ヘリのパイロット。
傅
フー

柏
バイ

霖
リン

　中佐。一個中隊を率いる。ヘリパイ上がり。
杜
ドゥ

震
ヘン

豪
ハオ

　少佐。連絡将校。飛行科。
黄
ファン

国
グオ

輝
フイ

　少佐。作戦参謀。



〈下駄部隊〉
丁
ディン

仲
ジョン

維
ウェイ

　大佐。大隊長。
〈対日破壊工作チーム〉
孔
コン

雪
シュエ

麗
リー

　陸軍中尉。情報部所属。中国の少数民族の一つである京族。
顔
イェン

誠
チェン

　軍曹（中士）。孔雪麗の部隊ナンバー２。

●海軍
《総参謀部》
任
レン

思
ス

遠
ユアン

　海軍少将。総参謀部作戦部特殊作戦局局長兼特殊戦司令官。
〈蛟
ジャオ

竜
ロン

突撃隊〉
宋
ソン

勤
チン

　海軍中佐。元北京大学日本研究センター研究員。
《第164海軍陸戦兵旅団》
姚
ヤオ

彦
イェン

　海軍少将。第164海軍陸戦兵旅団を率いる。
万
ワン

仰
ヤン

東
トン

　大佐。旅団参謀長。
雷
レイ

炎
イェン

　大佐。旅団作戦参謀。天才軍略家の異名を持つ。
戴
タイ

一
イー

智
チィ

　中佐。旅団情報参謀。
程
チェン

帥
シュアイ

　中尉。専門の技術将校兼雷炎大佐副官。
〈別働隊大隊〉
曹
ツァオ

和
ホー

平
ピン

　海軍大佐。別働隊大隊指揮官。

●中国兵器工業集団（ノリンコ）
鄭
ジェン

義
イー

信
シン

　エンジニア。

◆台湾
●陸軍
《第10軍団》
余
ユー

明
ミンミン

敏　陸軍中将。第10軍団司令官。
李
リー

友
ヨウ

宜
イー

　少将。参謀長。
彭
ポン

威
ウェイ

　中佐。情報参謀次長。
頼
ライ

若
ルオ

英
イン

　中佐。作戦参謀次長。
《第234機械化歩兵旅団》＝別名〈長

チャン

城
チャン

部隊〉
黄
ファン

九
ジュー

雲
ヤン

　中尉。小隊長。
胡
フー

天
ティエン

佑
ヨウ

　伍長。マークスマン。
《第586機甲旅団》＝別名〈鍾

ジョン

山
シャン

部隊〉
白
パイ

景
ジン

華
ホァ

　一等兵。戦車兵。



《第153歩兵旅団》＝別名〈翔
ドラゴン・ダンス

龍部隊〉
于
ウ

聡
ツォン

明
ミン

　中佐。一個大隊を率いる。
《陸軍第601航空旅団》＝別名〈龍

ロン

城
チャン

部隊〉
傅
フー

祥
シャン

任
ジェン

　少将。旅団長。
平
ピン

龍
ロン

義
イ

　少佐。第１中隊長。
藍
ラン

志
チー

玲
リン

　大尉。女性のグラビア・アイドル。コールサイン：マリリン。
黄
ファン

益
イー

全
チェン

　少尉。藍志玲大尉と前
ガ ナ ー

席射撃手として組む。
田
ティエン

子
ズー

瑜
ユイ

　少尉。新米仕官。

李
リー

冠
グワン

生
ション

　陸軍大佐。元烈嶼守備大隊指揮官
藩
パン

英
インミン

明　陸軍中尉。流ちょうな日本語を話す。

●海兵隊
《第66旅団》別名〈先

ヴァンガード・フォース

鋒 部 隊〉
葉
イェ

少
シャオ

博
ボ

　大佐。戦車大隊を指揮する。
顔
ガン

國
グー

輝
フェイ

　中佐。作戦参謀。
《第99旅団》＝別名〈鐵

アイアン・フォース

軍部隊〉
陳
チェン

智
ヂー

偉
ウェイ

　海兵隊大佐。一個大隊を指揮する。
黄
ホァン

俊
ジュン

男
ナン

　中佐。作戦参謀、大隊副隊長。フロッグマン部隊出身。
呉
ウー

金
ジン

福
フー

　少佐。情報参謀。
王
ワン

一
イー

傑
ジェ

　少尉。台湾大学卒のエリート。予備役将校訓練課程出身。
劉
リウ

金
ジン

龍
ロン

　曹長（上士）。コードネーム：ドラゴン。
楊
ヤン

志
ヂー

明
ミン

　上等兵。コードネーム：アーティスト。
《パラシュート連隊第３歩兵大隊》
高
ガオ

冠
カン

華
ファ

　中佐。大隊を率いる。
〈戦車小隊〉
邱
チウ

建
ジェン

安
アン

　中尉。戦車小隊長。定年前のベテラン。

●空軍
李
リー

彦
イェン

　空軍少将。第５戦術戦闘航空団を指揮する。
劉
リウ

建
ジェン

宏
ホン

　空軍中佐。第17飛行中隊を率いる。編隊長機。

●国防省
谷
クー

進
ジン

強
チァン

　国防大臣。前国家安全局長。異名は〝氷
アイスマン

の男〟〝岩
ザ・ロ ッ ク

の男〟。



●その他
王
ワン

志
チー

豪
ハオ

　退役海軍中将。海兵隊の元司令官。
王
ワン

文
ウェン

雄
ション

　台日親善協会と党の対外宣伝部次長。王志豪とは遠縁。京都大
学法学部、大学院を出ている。

頼
ライ

筱
シャオ

喬
チャオ

　戦死した頼
ライ

龍
ロン

雲
ユン

陸軍中将の一人娘。台北の飲茶屋の店主。
郎
ラン

英
イン

九
ジュー

　四湖郷長。
劉
リウ

明
ミン

珠
ジュー

　陽明山国立公園のパーク・レンジャー。
胡
フー

源
ユアン

　自動車整備工場経営者。





台
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プ
ロ
ロ
ー
グ

　

人
民
解
放
軍
第
２
梯
団
軍
団
長
の
馬マ

ー

雄シ
ャ
ン

陸
軍
中
将
は
、

最
後
に
自
分
が
全
力
疾
走
し
た
の
は
い
つ
の
こ
と
だ
っ
た

ろ
う
と
恨
め
し
そ
う
に
思
い
返
し
て
い
た
。
こ
ん
な
こ
と

に
な
る
な
ら
、
せ
め
て
毎
朝
五
分
で
も
一
〇
分
で
も
、
ジ

ョ
ギ
ン
グ
の
真
似
事
で
も
し
て
お
く
の
だ
っ
た
と
後
悔
し

た
。

　

西
側
世
界
で
は
プ
レ
ー
ト
・
キ
ャ
リ
ア
・
シ
ス
テ
ム
と

い
う
ら
し
い
が
、
自
分
の
贅
肉
で
す
ら
重
た
い
と
い
う
の

に
、
防
弾
プ
レ
ー
ト
を
入
れ
た
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
は
、
そ
の

重
量
だ
け
で
一
〇
キ
ロ
を
超
え
る
。
そ
れ
に
加
え
て
サ
イ

ド
・
プ
レ
ー
ト
ま
で
入
っ
て
い
る
。

　

歩
兵
に
い
た
っ
て
は
、
モ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
と
か
で
、

背
負
っ
た
ザ
ッ
ク
の
あ
ち
こ
ち
に
ポ
ー
チ
を
く
っ
つ
け
て

走
り
回
っ
て
い
る
の
だ
。

　

兵
隊
な
ん
ぞ
、
と
て
も
や
っ
て
ら
れ
な
い
と
思
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
以
上
に
奇
異
だ
っ
た
の
は
、
自
分
た
ち
が

置
か
れ
た
状
況
だ
っ
た
。

　

上
陸
し
た
兵
隊
は
、
海
岸
線
か
ら
真
っ
直
ぐ
内
陸
へ
と

向
か
う
一
本
の
道
を
走
っ
て
い
る
。
追
い
越
し
禁
止
の
セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
が
延
々
と
続
く
。
幅
が
広
い
と
は
言
え
な

い
細
い
道
路
だ
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
は
、
避
難
す
る
台

湾
人
の
自
家
用
車
も
は
ま
っ
て
い
た
。
渋
滞
し
て
、
ほ
と

ん
ど
動
い
て
い
な
い
。

　

そ
の
台
湾
人
の
車
の
横
を
、
武
装
し
た
人
民
解
放
軍
の
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兵
士
ら
が
、
無
言
の
ま
ま
黙
々
と
走
っ
て
い
る
の
だ
。
そ

こ
に
銃
撃
戦
は
無
か
っ
た
。

　

事
実
と
し
て
、
敵
味
方
の
銃
撃
音
は
全
く
聞
こ
え
な
い
。

時
折
、
台
湾
人
の
自
家
用
車
が
、
解
放
軍
の
兵
隊
か
ら
遠

ざ
か
ろ
う
と
、
細
い
道
に
入
っ
た
り
も
す
る
が
、
ど
こ
も

か
し
こ
も
渋
滞
し
て
い
て
出
口
は
な
さ
そ
う
だ
っ
た
。

　

上
陸
直
後
は
、
直
ち
に
民
間
の
車
両
を
徴
用
す
る
手
筈

に
な
っ
て
い
た
が
、
何
し
ろ
こ
う
道
路
が
は
ま
っ
て
い
て

は
、
そ
う
す
る
こ
と
に
意
味
は
無
い
。
警
察
の
パ
ト
カ
ー

す
ら
、
そ
の
渋
滞
に
喘
い
で
い
る
の
だ
。

　

台
湾
全
土
が
停
電
し
て
い
る
せ
い
で
、
信
号
も
消
え
て

い
る
。
そ
れ
が
ま
た
渋
滞
に
拍
車
を
掛
け
て
い
る
様
子
だ

っ
た
。

　

結
局
、
延
々
と
走
る
羽
目
に
な
っ
た
。
と
い
う
よ
り
走

ら
さ
れ
た
。
一
瞬
と
て
休
憩
の
暇
は
無
か
っ
た
。
そ
う
す

る
よ
う
命
じ
た
の
は
自
分
だ
っ
た
だ
け
に
、
厭
に
な
る
。

兵
隊
は
、
あ
の
荷
物
の
上
に
銃
ま
で
担
い
で
い
る
。
そ
の

総
重
量
は
軽
く
四
〇
キ
ロ
を
超
え
て
い
た
。

　

そ
れ
で
も
彼
ら
は
、
自
分
よ
り
圧
倒
的
に
速
い
の
だ
。

　

道
路
の
右
側
は
畑
。
左
側
は
民
家
。
そ
の
畑
作
地
帯
が

終
わ
る
と
商
店
街
が
現
れ
る
が
、
そ
ん
な
に
大
き
な
町
で

は
な
い
。
高
い
建
物
も
な
く
、
い
か
に
も
地
方
と
い
う
感

じ
だ
。
や
が
て
屋
根
付
き
の
バ
ス
停
が
現
れ
、「
四ス

ー

湖フ
ー

郷

公
所
」
と
書
か
れ
た
白
い
門
と
、
奥
に
三
階
建
て
の
建
物

が
見
え
て
く
る
。

　

す
で
に
先
遣
隊
が
入
り
、
安
全
を
確
保
し
て
い
た
。
玄

関
ホ
ー
ル
に
辿
り
着
く
な
り
、
馬
将
軍
は
、
そ
の
防
弾
ベ

ス
ト
を
ま
ず
脱
い
で
床
に
放
り
出
し
た
。

「
話
に
な
ら
ん
ぞ
！ 

作
戦
参
謀
…
…
」

　

と
ぼ
や
く
と
、
先
着
し
て
い
た
作
戦
参
謀
の
荘

ジ
ュ
ワ
ン

心シ
ン

楽ル
ー

大
佐
に
ぼ
や
い
た
。

「
困
り
ま
す
な
ぁ
、
将
軍
。
そ
う
で
な
く
と
も
、
将
軍
だ

け
銃
も
ザ
ッ
ク
も
背
負
わ
ず
に
走
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ど

こ
か
で
狙
撃
手
が
覗
い
て
い
た
ら
、
自
分
が
指
揮
官
だ
と
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宣
伝
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
」

「
階
級
に
伴
う
特
権
だ
。
技
術
将
校
！ 

ち
ょ
っ
と
こ
い

―
」

　

と
作
戦
参
謀
の
隣
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
操
作
し
て
い

る
彭ポ

ン

智
ジ
ュ
ア
ン

渊ジ
ー

大
佐
を
呼
ん
だ
。
そ
し
て
耳
元
で
、「
例
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
機
能
し
て
い
る
か
？
」
と
質
し
た
。

「
は
い
、
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
最
前
線
は
こ
こ
か
ら
五
キ

ロ
東
ま
で
前
進
し
て
お
り
、
す
で
に
二
〇
平
方
キ
ロ
前
後

の
エ
リ
ア
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
」

「
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
！ 

引
き
続
き
頼
む
よ
。
で
、
陽

明
山
の
状
況
は
わ
か
る
の
か
？
」

「
私
の
部
下
は
良
い
仕
事
を
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

今
は
断
線
ぎ
み
で
、
こ
こ
で
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。
恐
ら
く
山
中
へ
と
入
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
」

「
そ
う
か
。
で
は
わ
れ
わ
れ
が
仕
事
す
る
し
か
な
い
わ
け

だ
な
。
作
戦
参
謀
、
私
は
こ
こ
ま
で
何
分
掛
か
っ
た
ん

だ
？
」

「
海
岸
線
か
ら
お
よ
そ
八
キ
ロ
を
六
〇
分
で
走
っ
て
い
ま

す
。
ご
年
齢
に
し
て
は
悪
く
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ
り
ま

す
が
…
…
」

「
も
う
百
メ
ー
ト
ル
だ
っ
て
ご
免
だ
ぞ
」

　

先
遣
隊
の
兵
士
が
、
窓
口
業
務
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
に

積
ま
れ
て
い
た
ミ
ネ
ラ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
ミ
ニ
・
ボ
ト

ル
を
将
軍
に
差
し
出
し
た
。

　

馬
将
軍
は
、
そ
れ
を
一
気
飲
み
し
て
か
ら
、
そ
の
カ
ウ

ン
タ
ー
の
前
に
置
か
れ
た
パ
イ
プ
椅
子
に
座
る
壮
年
男
性

に
視
線
を
く
れ
た
。

「
さ
て
、
貴
方
が
四
湖
郷
の
郎ラ

ン

英イ
ン

九ジ
ュ
ー

郷
長
で
す
な
？ 

台
湾
師
範
大
出
。
息
子
さ
ん
と
娘
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

確
か
去
年
、
お
爺
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
ば
か
り
で
し
た
な
」

　

馬
は
そ
う
言
っ
て
か
ら
自
己
紹
介
し
た
。
そ
の
戦
闘
服

に
階
級
章
は
な
か
っ
た
。

　

郎
郷
長
は
、
眉
毛
ひ
と
つ
動
か
さ
ず
に
ら
み
返
し
た
が
、
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疲
れ
た
表
情
だ
っ
た
。
確
か
、
台
湾
が
停
電
し
て
か
ら
も

う
三
日
目
に
な
る
は
ず
だ
。
電
気
だ
け
で
な
く
、
テ
レ
ビ・

ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
携
帯
も
使
え
ず
、
都
市
機

能
の
全
て
が
麻
痺
し
て
い
る
の
だ
。
恐
ら
く
行
政
当
局
は

き
り
き
り
舞
い
し
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
寝
る
暇
も
無
か

っ
た
は
ず
だ
。

　

馬
将
軍
は
、
そ
の
向
か
い
に
椅
子
を
出
さ
せ
て
座
る
と
、

「
さ
ぞ
大
変
な
三
日
間
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
な
。
同
情

し
ま
す
…
…
」
と
告
げ
た
。

「
別
に
話
す
こ
と
は
無
い
。
そ
れ
と
も
、
私
の
軍
隊
時
代

の
認
識
番
号
で
も
教
え
よ
う
か
？
」

「
貴
方
は
捕
虜
で
は
な
い
。
捕
虜
を
取
っ
て
い
る
余
裕
も

無
い
。
ま
ず
知
り
た
い
の
は
、
外
の
渋
滞
は
何
で
す
か
？ 

そ
れ
に
、
台
湾
軍
は
な
ぜ
反
撃
し
て
こ
な
い
の
で
す
？
」

「
そ
う
だ
な
…
…
。
私
が
こ
う
し
て
世
間
話
に
応
じ
る
こ

と
で
、
少
し
は
時
間
稼
ぎ
に
も
な
る
か
…
…
」

「
え
え
。
確
実
に
ね
」

「
つ
ま
り
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
。
い
ざ
大
陸
と
の
戦
争
に

な
れ
ば
、
上
陸
に
適
し
た
海
岸
線
は
僅
か
し
か
な
い
。
こ

こ
も
そ
の
一
つ
だ
。
地
域
住
民
と
し
て
は
、
い
ざ
と
い
う

時
の
心
構
え
は
出
来
て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
。
特
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
以
降
は
。
と
こ
ろ
が
、
突
然
、
停
電
し
た
せ

い
で
、
な
か
な
か
広
報
が
上
手
く
行
か
な
い
。
と
り
わ
け

前
々
日
、
解
放
軍
が
桃タ

オ

園ユ
ェ
ン

に
上
陸
し
て
か
ら
は
、
住
民

に
一
刻
も
早
い
避
難
を
呼
び
か
け
た
わ
け
だ
が
、
何
し
ろ

こ
の
狭
い
島
だ
。
ど
こ
へ
逃
げ
る
の
か
と
い
う
話
に
も
な

り
、
住
民
は
な
か
な
か
動
こ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
、

ど
こ
ま
で
信
じ
て
良
い
の
か
、
そ
の
上
陸
し
た
部
隊
二
万

を
、
台
湾
軍
が
全
滅
さ
せ
た
と
い
う
情
報
が
も
た
ら
さ
れ

て
、
避
難
し
て
い
た
住
民
は
引
き
返
し
て
く
る
し
、
避
難

準
備
を
し
て
い
た
住
民
た
ち
も
、
ほ
っ
と
胸
を
撫
で
下
ろ

し
て
、
自
宅
で
過
ご
そ
う
と
思
い
始
め
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

貴
方
た
ち
が
上
陸
し
て
き
た
わ
け
だ
」

「
誠
に
残
念
だ
が
、
そ
の
二
万
の
犠
牲
は
事
実
だ
。
台
湾
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軍
は
良
く
戦
っ
て
い
る
よ
。
た
い
し
た
も
ん
だ
。
で
、
私

は
こ
こ
に
五
万
も
の
兵
を
連
れ
て
上
陸
し
て
き
た
わ
け
だ

が
、
な
ぜ
か
台
湾
軍
の
攻
撃
は
一
切
無
い
。
こ
れ
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
な
…
…
」

「
さ
あ
。
軍
の
考
え
は
知
ら
な
い
。
た
だ
、
そ
う
い
う
こ

と
で
、
住
民
は
さ
っ
き
か
ら
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
、
慌
て
て

マ
イ
カ
ー
で
の
避
難
を
開
始
し
た
。
ほ
ん
の
二
時
間
前
の

話
だ
。
当
然
、
細
い
道
路
は
渋
滞
す
る
。
何
し
ろ
こ
こ
は

地
方
で
ね
。
そ
ん
な
に
太
い
道
路
も
無
い
。
そ
れ
で
、
私

と
し
て
は
、
軍
に
、
攻
撃
を
控
え
て
く
れ
る
よ
う
要
請
し

た
の
だ
。
ど
ん
な
反
撃
に
な
る
に
せ
よ
、
住
民
を
巻
き
添

え
に
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
住
民
脱
出
が
出
来
な

か
っ
た
の
は
自
分
の
責
任
だ
が
、
と
に
か
く
攻
撃
は
控
え

て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
。
も
っ
と
も
、
軍
が
ど
う
判
断
し
た

か
は
知
ら
な
い
。
返
事
は
貰
え
な
か
っ
た
の
で
ね
」

「
全
く
、
賢
明
な
ご
判
断
で
す
。
軍
も
偉
い
。
こ
れ
が
解

放
軍
な
ら
、
住
民
は
強
制
避
難
さ
せ
る
し
、
も
ち
ろ
ん
住

宅
街
だ
ろ
う
が
、
お
構
い
な
く
砲
撃
し
ま
す
よ
。
し
か
し
、

お
陰
で
わ
れ
わ
れ
も
助
か
っ
た
」

「
五
万
か
…
…
。
凄
い
な
」

「
ま
だ
上
陸
作
戦
は
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
に

長
居
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
兵
士
個
人
が
持
参
し
て
い
る

食
料
は
ほ
ん
の
三
日
分
だ
」

「
直
線
距
離
で
台
北
ま
で
二
〇
〇
キ
ロ
も
あ
る
。
い
く
ら

何
で
も
、
三
日
で
攻
略
は
無
理
だ
ろ
う
」

「
は
い
。
し
か
し
解
放
軍
は
略
奪
は
し
な
い
主
義
で
す
。

ロ
シ
ア
軍
の
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
よ
う
厳
命
さ
れ
て
い

る
。
面
を
支
配
で
き
れ
ば
、
補
給
は
確
保
で
き
る
つ
も
り

で
は
い
る
が
、
い
ず
せ
に
よ
、
港
湾
施
設
を
借
り
る
程
度

で
済
む
で
し
ょ
う
。
台
湾
軍
は
た
ぶ
ん
、
濁

ジ
ュ
オ

水シ
ュ
イ

渓シ
ー

辺
り

に
阻
止
線
を
張
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
そ
こ
が
最
初
の
攻
防

に
な
る
で
し
ょ
う
」

「
台
北
ま
で
は
、
こ
の
後
、
何
本
も
川
を
渡
る
羽
目
に
な

る
ん
だ
ぞ
。
も
っ
と
北
に
上
陸
す
べ
き
だ
っ
た
な
」
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「
自
分
も
そ
う
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
ね
。
南
へ
下
が
れ

ば
下
が
る
ほ
ど
安
全
に
な
る
。
さ
す
が
に
二
万
の
犠
牲
は

大
き
い
で
す
よ
。
そ
う
冒
険
は
出
来
な
い
」

「
私
は
、
住
民
の
安
全
以
外
関
心
は
な
い
。
こ
の
地
域
か

ら
出
て
い
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
濁
水
渓
ま
で
パ
ト

カ
ー
で
先
導
し
て
も
い
い
く
ら
い
だ
」

「
そ
れ
に
は
及
び
ま
せ
ん
。
住
民
に
は
、
南
へ
逃
げ
る
よ

う
誘
導
し
て
下
さ
い
。
わ
れ
わ
れ
も
そ
う
し
て
い
る
。
ひ

ょ
っ
と
し
た
ら
、
し
ば
ら
く
軍
政
を
敷
い
て
移
動
手
段
を

徴
発
す
る
程
度
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
ご
協
力
を
頂

け
る
と
幸
い
で
す
」

　

郎
郷
長
は
、
少
し
安
堵
し
た
表
情
を
示
し
た
。
話
が
出

来
る
指
揮
官
で
良
か
っ
た
と
い
う
顔
だ
っ
た
。

「
貴
方
た
ち
が
、
軍
紀
を
守
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

可
能
な
協
力
は
し
よ
う
。
だ
が
、
誤
解
し
て
ほ
し
く
な
い

が
、
わ
れ
わ
れ
は
軍
の
行
動
に
は
一
切
口
を
出
せ
な
い
」

「
わ
か
っ
て
い
る
。
お
互
い
、
最
悪
の
事
態
が
回
避
さ
れ

る
こ
と
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。
正
直
、
こ
こ
で
ぐ
ず
ぐ
ず
し

て
い
る
余
裕
は
な
い
。
日
が
暮
れ
る
前
に
、
濁
水
渓
を
渡

り
た
い
く
ら
い
で
ね
。
部
隊
の
半
数
が
渡
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。
た
と
え
泳
い
で
で
も
」

　

郎
郷
長
は
、
軍
が
そ
こ
で
阻
止
線
を
張
っ
て
待
ち
構
え

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
が
、
わ
ざ
わ
ざ
教
え
て
や
る

ほ
ど
の
こ
と
も
無
か
ろ
う
と
思
っ
て
口
に
は
し
な
か
っ
た
。

も
し
橋
が
爆
破
さ
れ
れ
ば
、
復
旧
に
は
何
年
も
掛
か
る
こ

と
に
な
る
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
台
北
と
の
往
復
は
、
山

脈
の
東
周
り
ル
ー
ト
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
知

れ
な
い
。

　

し
か
し
、
優
先
す
る
こ
と
は
、
こ
の
街
の
安
全
と
住
民

の
命
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
よ
う
に
、
瓦
礫
の
山
に
す
る
こ

と
だ
け
は
ご
免
だ
っ
た
。

　

人
民
解
放
軍
が
東ト

ン

沙シ
ャ
ー

島ダ
オ

へ
奇
襲
上
陸
し
て
か
ら
一
六

日
が
経
過
し
て
い
た
。
戦
線
は
日
本
へ
も
拡
大
し
、
尖
閣・
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魚
釣
島
を
巡
っ
て
日
中
が
激
し
い
戦
闘
を
繰
り
広
げ
、
や

が
て
そ
の
戦
い
は
、
海
へ
も
空
へ
も
拡
大
し
た
。

　

中
国
は
、
台
湾
本
島
へ
の
上
陸
作
戦
と
同
時
に
、
日
本

と
台
湾
双
方
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
を
展
開
し
て
い
た
。

　

発
電
所
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
網
へ
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、

あ
る
い
は
工
作
員
を
潜
入
さ
せ
て
の
爆
破
等
で
、
イ
ン
フ

ラ
を
破
壊
し
、
日
台
両
国
を
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
追
い
込

ん
だ
。
そ
し
て
日
本
へ
は
、
東
京
を
狙
っ
て
の
弾
道
弾
攻

撃
が
続
い
て
い
る
。

　

日
本
で
は
よ
う
や
く
昨
日
、
首
都
圏
で
の
電
力
が
復
旧

し
た
が
、
携
帯
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
ま
だ
ダ
ウ
ン
し
た

ま
ま
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
こ
台
湾
で
は
、
ま
だ
復
旧
し
た

イ
ン
フ
ラ
は
な
い
。

　

首
都
台
北
近
郊
で
両
軍
は
睨
み
合
っ
て
い
た
が
、
解
放

軍
の
第
２
梯
団
が
、
遂
に
上
陸
し
て
き
た
。
台
湾
軍
は
、

こ
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
叶
わ
ず
、
部
隊
は
ほ
ぼ
無
傷
で
上

陸
し
て
い
た
。
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台
湾
陸
軍
第
10
軍
団
司
令
部
指
揮
所
が
設
け
ら
れ
た
の

は
、
平
野
部
の
耕
作
地
帯
の
ど
真
ん
中
だ
っ
た
。
小
さ
な

里
山
に
隣
接
し
て
、
三
〇
戸
ほ
ど
の
昔
な
が
ら
の
集
落
が

あ
る
が
、
見
渡
す
限
り
三
六
〇
度
、
た
だ
の
畑
だ
っ
た
。

　

こ
の
辺
り
に
は
、
似
た
よ
う
な
地
形
が
山
ほ
ど
あ
っ
た
。

里
山
を
背
景
に
し
て
小
さ
な
集
落
が
発
達
し
、
そ
の
周
囲

に
肥
沃
な
耕
作
地
が
拡
が
る
の
だ
。

　

敵
の
ド
ロ
ー
ン
を
誤
魔
化
す
た
め
に
、
車
両
で
の
接
近

は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
隣
接
す
る
民
家
を
借
り
て
、
通
信

部
隊
や
本
部
管
理
中
隊
等
が
隠
れ
て
い
た
が
、
指
揮
所
そ

の
も
の
は
、
里
山
の
鬱
蒼
と
し
た
林
の
中
に
、
さ
ら
に
偽

装
ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
存
在
し
て
い
た
。

　

自
家
発
電
装
置
は
、
民
家
の
中
で
回
し
、
ケ
ー
ブ
ル
で

電
源
を
引
っ
張
っ
て
き
て
い
る
。
薮
蚊
避
け
の
蚊
取
り
線

香
が
あ
ち
こ
ち
で
焚
か
れ
て
い
て
、
独
特
の
臭
い
が
立
ち

こ
め
て
い
た
。

　

第
10
軍
団
司
令
官
の
余ユ

ー

明ミ
ン
ミ
ン敏

陸
軍
中
将
は
、
情
報
部
か

ら
の
最
新
の
報
告
を
聞
い
て
い
た
。

　

腰
の
高
さ
に
置
か
れ
た
ベ
ニ
ヤ
板
の
作
戦
テ
ー
ブ
ル
上

で
駒
が
動
か
さ
れ
、
解
放
軍
の
前
線
が
更
に
北
へ
と
移
動

し
て
い
た
。

「
敵
は
、
崙ル

ン

背ベ
イ

郷
を
迂
回
し
つ
つ
、
新シ

ン

虎フ
ー

尾ウ
ェ
イ

渓シ
ー

を
渡
っ

た
わ
け
か
…
…
。
ま
あ
あ
の
川
は
、
徒
歩
で
も
渡
れ
る
か

ら
な
ぁ
」
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「
し
か
し
、
橋
を
落
と
す
く
ら
い
、
し
て
も
よ
か
っ
た
は

ず
で
す
」

　

と
参
謀
長
の
李リ

ー

友ヨ
ウ
イ
ー宜

少
将
が
ぼ
や
い
た
。

「
敵
だ
っ
て
、
架
設
橋
く
ら
い
持
っ
て
き
て
い
る
だ
ろ
う
。

た
い
し
て
時
間
稼
ぎ
に
な
っ
た
か
ど
う
か
…
…
」

「
い
ろ
い
ろ
納
得
で
き
な
い
話
で
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

破
壊
さ
れ
る
地
域
社
会
、
戦
死
す
る
兵
士
の
遺
族
が
総
統

府
の
判
断
を
聞
い
た
ら
ど
う
思
う
か
…
…
」

「
桃
園
で
の
砲
兵
を
使
っ
て
の
一
網
打
尽
戦
法
は
一
回
き

り
だ
ろ
う
。
二
度
も
三
度
も
使
え
る
手
で
は
な
い
し
、
桃

園
は
台
北
に
近
す
ぎ
る
。
住
宅
地
を
瓦
礫
の
山
に
し
て
も

そ
う
す
る
意
義
が
あ
っ
た
が
…
…
。
そ
れ
に
今
回
は
、
敵

も
上
陸
し
て
す
ぐ
散
開
し
て
い
る
し
な
。
い
く
ら
畑
だ
ら

け
と
は
言
っ
て
も
、
殱
滅
効
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず

だ
。
そ
れ
よ
り
、
上
陸
し
た
敵
を
河
川
敷
に
滞
留
さ
せ
て

叩
い
た
方
が
ま
し
だ
ろ
う
」

　

参
謀
ス
タ
ッ
フ
が
一
人
現
れ
て
敬
礼
し
た
。

「
情
報
参
謀
次
長
彭ポ

ン

威ウ
ェ
イ

中
佐
、
白パ

イ

景ジ
ン
ホ
ァ華
一
等
兵
を
同
行

し
ま
し
た
！
」

「
彭
中
佐
、
ご
苦
労
。
だ
が
、
い
ち
い
ち
名
乗
る
必
要
は

無
い
ぞ
。
出
世
す
る
軍
人
に
は
一
つ
共
通
す
る
特
技
が
あ

る
。
一
度
会
っ
た
だ
け
の
兵
士
の
名
前
と
階
級
を
覚
え
ら

れ
る
こ
と
だ
。
え
え
と
…
…
、
し
か
し
何
の
用
件
だ
っ
た

か
な
？
」

　

中
佐
の
背
後
に
、
若
い
兵
士
が
一
人
従
っ
て
い
た
。

「
は
い
。
嘉

ジ
ャ
ー

義イ
ー

市
出
身
の
自
分
に
、
周

チ
ョ
ウ

幸シ
ン

儀イ
ー

伍
長
を
知

っ
て
い
る
兵
を
探
せ
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
軍
団
内
に

あ
る
、
嘉
義
郷
土
会
の
つ
て
を
頼
り
ま
し
た
」

「
あ
あ
そ
う
だ
っ
た
な
。
楽
に
し
て
良
い
ぞ
、
一
等
兵
。

誰
か
一
等
兵
に
炭
酸
で
も
与
え
ろ
。
君
は
周
伍
長
を
知
っ

て
い
る
の
か
ね
？ 

白
一
等
兵
。
と
い
う
か
、
そ
も
そ
も

君
は
日
本
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
聞
い
た
の
か
？
」

「
ラ
ジ
オ
…
…
、
で
あ
り
ま
す
か
？ 

国
防
部
長
が
演
説

し
た
ラ
ジ
オ
放
送
で
し
た
ら
、
誰
か
が
音
声
を
記
録
し
、
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ス
マ
ホ
で
回
し
て
聞
き
ま
し
た
。
周
幸
儀
は
、
中
学
時
代

の
同
級
生
で
あ
り
ま
す
」

「
間
違
い
無
い
か
？
」

「
は
い
…
…
。
と
い
う
の
は
、
昨
年
、
同
窓
会
が
あ
り
ま

し
て
、
そ
の
時
、
自
己
紹
介
で
何
の
商
売
を
や
っ
て
い
る

の
か
皆
報
告
し
合
っ
た
の
で
す
が
、
軍
隊
に
い
る
と
報
告

し
た
の
は
、
自
分
と
周
だ
け
で
し
た
。
そ
れ
で
、
二
人
き

り
に
な
っ
た
時
、
彼
が
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
部
隊
に
い
る
と

教
え
て
く
れ
た
の
で
、
驚
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま

す
」

「
ど
ん
な
男
だ
っ
た
？ 

皆
が
知
り
た
が
っ
て
い
る
」

　

そ
の
場
に
い
た
全
員
が
作
業
を
止
め
て
注
目
し
た
。

「
あ
の
…
…
、
取
り
立
て
て
親
し
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い

の
で
す
が
、
何
と
言
い
ま
す
か
、
普
通
と
い
う
か
、
平
凡

な
奴
で
し
た
。
目
立
た
ず
、
特
に
何
か
の
冗
談
を
言
っ
て

ク
ラ
ス
の
気
を
引
く
わ
け
で
も
な
い
。
体
育
が
得
意
だ
っ

た
わ
け
で
も
。
た
だ
、
マ
ラ
ソ
ン
は
速
か
っ
た
で
す
ね

…
…
。
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
部
隊
に
い
る
と
聞
い
て
驚
い
た
の

は
、
彼
は
そ
う
い
う
、
何
と
い
う
か
、
何
か
を
究
め
る
と

い
う
タ
イ
プ
で
は
無
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
」

「
う
ん
。
ま
あ
、
軍
隊
と
い
う
所
は
、
そ
う
い
う
所
で
も

あ
る
。
若
者
に
目
標
を
授
け
て
人
間
と
し
て
成
長
さ
せ
る
。

軍
隊
に
入
っ
た
理
由
と
か
聞
い
た
か
ね
？
」

「
実
家
は
確
か
、
小
さ
な
商
店
を
営
ん
で
い
た
は
ず
で
す

が
、
一
回
、
親
元
を
離
れ
た
か
っ
た
と
か
、
そ
ん
な
話
だ

っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
」

「
君
た
ち
二
人
の
他
に
、
軍
隊
に
入
っ
た
奴
は
い
た

か
？
」

「
い
え
。
自
分
ら
だ
け
で
す
ね
。
軍
隊
に
入
っ
た
奴
は
、

黙
っ
て
い
て
も
な
ん
と
な
く
わ
か
り
ま
す
。
髪
型
や
雰
囲

気
で
」

「
そ
う
か
…
…
。
君
は
戦
車
兵
な
の
か
？
」

　

戦
闘
服
の
胸
に
戦
車
兵
の
ロ
ー
ビ
ジ
・
ワ
ッ
ペ
ン
が
縫

い
付
け
て
あ
っ
た
。
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「
は
い
。
第
586
機
甲
旅
団
〈
鍾

ジ
ョ
ン

山シ
ャ
ン

部
隊
〉
で
あ
り
ま

す
！
」

「
そ
う
か
…
…
。
周
伍
長
の
英
雄
的
行
為
に
よ
り
、
わ
れ

わ
れ
は
救
わ
れ
た
。
だ
が
な
、
白
一
等
兵
、
君
は
生
き
残

る
ん
だ
ぞ
。
命
令
だ
。
こ
の
戦
争
が
終
わ
れ
ば
、
小
学
校

の
名
前
が
、
周
幸
儀
顕
彰
小
学
校
と
変
わ
り
、
通
り
の
名

前
が
ひ
と
つ
、
周
幸
儀
通
り
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
わ
れ

わ
れ
は
末
代
ま
で
、
そ
の
英
雄
的
行
為
を
語
り
継
ぐ
こ
と

に
な
る
。
君
は
、
英
雄
の
同
級
生
で
唯
一
軍
籍
に
あ
っ
た

者
と
し
て
、
語
り
部
と
し
て
彼
の
人
と
な
り
を
語
り
継
ぐ

こ
と
に
な
る
。
こ
の
あ
と
、
半
世
紀
以
上
も
。
だ
か
ら
生

き
延
び
ろ
。
自
分
も
英
雄
的
戦
い
を
し
よ
う
な
ん
て
余
計

な
こ
と
は
考
え
る
な
。
下
が
っ
て
よ
ろ
し
い
。
彼
に
何
か

部
隊
へ
の
土
産
を
持
た
せ
て
や
れ
！ 

食
い
物
で
も
炭
酸

で
も
」

　

一
等
兵
が
下
が
る
と
、
余
将
軍
は
改
め
て
そ
の
場
に
い

る
参
謀
ス
タ
ッ
フ
ら
を
一
瞥
し
た
。

「
諸
君
！ 

私
は
英
雄
的
行
為
を
望
ま
な
い
。
そ
れ
を
部

下
に
望
む
の
は
指
揮
官
の
無
能
を
意
味
す
る
。
わ
れ
わ
れ

は
普
通
に
戦
い
、
で
き
れ
ば
安
全
に
戦
い
、
ワ
ン
サ
イ
ド・

ゲ
ー
ム
で
敵
を
撃
退
す
べ
き
だ
。
そ
れ
が
戦
争
の
理
想
だ
。

だ
が
、
も
ち
ろ
ん
現
実
に
は
、
そ
ん
な
の
は
た
だ
の
幻
想

に
過
ぎ
な
い
。
い
ざ
そ
の
瞬
間
が
訪
れ
た
な
ら
、
わ
れ
わ

れ
は
躊た

め
ら躇

わ
ず
に
、
そ
う
す
る
こ
と
を
兵
士
に
求
め
る
し

か
な
い
ぞ
…
…
。
覚
悟
し
て
お
け
。

　

だ
が
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
な
り
に
罠
も
仕
掛
け

た
し
、
囮
も
用
意
し
た
。
全
員
が
生
き
延
び
、
国
を
救
っ

た
英
雄
と
し
て
故
郷
に
還
ろ
う
！ 

紅ホ
ン

樹シ
ュ
ー

林リ
ン

で
戦
い
散

っ
た
兵
士
た
ち
の
た
め
に
、
し
ば
し
黙
祷
し
よ
う
―
」

　

全
員
が
そ
の
場
で
瞑
目
す
る
と
、
木
々
を
渡
る
そ
よ
風

の
音
だ
け
が
響
い
た
。

「
さ
て
、
情
報
参
謀
次
長
、
外
の
状
況
は
ど
う
か
ね
？
」

と
彭
中
佐
に
聞
い
た
。

「
は
い
。
避
難
民
の
渋
滞
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
自
分
ら



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




